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１  主題   物やお金を大切に（節度，節制）  

 

２  指導の立場  

＜子どもの実態から＞  

 子どもは，身の回りの物を大切に使っている。このことは，色鉛筆を順番に並べて片付

けたり，入学当初に家族から買ってもらった筆箱を使い続けていたりする姿からうかがえ

る。しかし，苦手な給食を残してしまったり，物を乱雑に片付けて，壊れるとすぐに新し

い物を買ってもらったり，物を大切にできていない子どもも少なくない。  

＜主題について＞  

 本主題は，物や金銭を大切にしようとする心情と実践意欲を育むことをねらっている。

ここでは，物は多くの人の努力と勤労によって作られていることに気付かせ，物や金銭を

大切にした生活について考えを深めさせたい。そこで，教材「じしんがおきて」を読み，

地震が起きた後の人々の変容や登場人物のまなみが新しい物を買わなかった理由を基にし

て，物に対する自分考えや物を買う際の経験を交流し，まなみの変容について話し合わせ

る。このような活動を通して，物には多くの人の努力と勤労によって作られていることに

気付くことができるだろう。そのような子どもたちに，これからの生活において大切にし

たいことや理由を考えさせることで，さらに物や金銭を大切にしようと意欲を育てること

ができると考える。  

そこで，指導にあたっては，次の点に留意する。  

＜指導上の留意点＞  

○  導入で交流した新しい物が欲しいという思いと，新しい下敷きを買わずに募金をした

まなみの行動とを比較させる。そうすることで，問題意識をもってまなみの葛藤につい

て共感することができるようにする。   

○  地震が起きなかったら新しい下敷きを買うかという条件を変更した発問をする。そう

することで，地震がなくても日常的に物や金銭を大切にすることがよいことであること

に気付き，実生活につなげて考えることができるようにする。  

○  地震が起きなかったとしても物や金銭を大切にすることがよいという気付きを基に，

これからの生活で大切にしたいことや理由を考えさせる。そうすることで，今ある物を

大切にする気持ちを深め，実生活においても自らが物や金銭を大切にする行動する際の

原動力とすることができるようにする。  

 

３  教材のあらすじ  

 

 

 

 

 

 

 

「じしんがおきて」  

出典：学研教育みらい  みんなのどうとく１年  

 大きな地震が起きた。まなみの家はパン屋をしていて，店の中のいろいろな物 が落ち

て大変な状況となったが，まなみの父は食べ物がなくて困っている人のためにパンを作

って届けた。学校では，野菜が津波で流されたことや牛を飼っている人が困っている話

を先生から聞いた。そこで私にできることをまなみは考え，給食を残さず食べ，新しい

下敷きを買わずに今の下敷きを大事に使おうと決めた。  



４  well-being につながる学びについて  

本学園では， well-being を「個人だけでなく，社会や地球環境まで含めた全体的に良

好な状態」と捉えている。 well-being の実現には，教科等の本質に迫る授業で身に付け

た資質・能力を，人生において自在に発揮できる子どもを育成することが必要不可欠であ

る。そのためには，エージェンシー（変化を起こすために，自分で目標を設定し ,振り返

り，責任をもって行動する能力）の育成及び発揮が重要な課題であると考える。  

本学園の道徳部では，道徳的諸価値についての理解を基に，物事を多面的・多角的に考

えながら，自己のよりよい生き方についての考えを深める授業が，教科の本質に迫る授業

だと捉えている。  

また，エージェンシーが育まれている姿を，道徳的な問題を自分事として捉え，他者と

協同しながら，自己の道徳的価値観を追求し，納得解や最適解を得ている姿だと捉えてい

る。  

エージェンシーを育むために，教材における内容項目を基に学習内容を設定し，焦点化

できる導入を行うことで，教材内の道徳的問題を自分事として捉えることができるように

する。さらに，共感的な発問や分析的な発問を通して，問題意識を高められるようにす

る。そこに，教材内の条件変更をした発問や再思考を促す発問をすることで，教材と実生

活とを結び付けながら自己の道徳的価値観を追求し，納得解や最適解を得ることができる

ようにする。  

このような学習を経験した子どもは，ＶＵＣＡ（予測困難で不確実，複雑で曖昧）な時

代を生きいくために，実生活において「自分は何をすべきなのか」を考えたり，「自分が

したことは正しかったのか」を問い直したりする際に道徳科で育まれたエージェンシーを

発揮し，よりよい生き方を実現していくようになり， well-being の実現につながるだろ

う。  

 

５  節度，節制（内容項目）に関わる学習の系統性  

学年  
教材名

（学研教育みらい） 
主題名  学習内容  

１  かぼちゃのつる  わがままをおさえて  
わがままをしないで生活を送ること

が快適な毎日につながること  

１  
大あわてのトラ

ッピー  
気もちのよい生活  

どのような状況であっても，身勝手

でわがままな行動や発言をしない

で，周りの人のことも考えること  

１  

（本時） 
じしんがおきて  物やお金を大切に  

物は多くの人の努力と勤労によって

作られていること  

２  
おにいちゃん，

しっかり  
わがままをしないで  

健康や安全に気を付けることや物や

金銭を大切にすること  

２  
グローブのへん

しん  
いつまでも大切に  

人の意見を聞いたり，自分のできる

ことを考えたりすることのよさに気

付くこと  

 関連する絵本教材  

・「いのちをいただく  みいちゃんがお肉になる日」  発行所：講談社  

・「たいせつな牛乳」                発行所：白泉社  

・「もったいないばあさん」             発行所：講談社  

・「いっぽんの鉛筆のむこうに」           発行所：福音館書店  

・「地震がおきたら」                発行所： BL 出版  



６  本時案   

⑴  ねらい   地震が起きた後の人々の変容やまなみが新しい物を買わなかった理由を話

し合う活動を通して，物は多くの人の努力と勤労によって作られているこ

とに気付き，物や金銭を大切に生活しようとする心情と実践意欲を育てる。  

⑵  準備   挿絵  地震直後の写真  など  

⑶  学習の展開  

学習活動・内容（発問）  予想される子どもの反応  指導上の留意点  分  

１  新 し い 物 が 欲 し い 気 持

ちについて交流する  

 

 

 

・葛藤する気持ち  

・ 新 し い 物 が 欲 し い こ と へ

の共感  

 

ア  わかるよ。新しい物を見る

と欲しくなってしまうよ  

イ  誰かが新しい物を持ってい

ると自分も欲しくなってしま

うな  

ウ  わかるけれど，今使ってい

る物を大切にしたい気持ちも

あるよ  

 

・  今 使 っ て い る 物

が あ る の に も 関 わ

ら ず ， 新 し い 物 が

欲 し い と い う 経 験

に つ い て 問 う こ と

で ， 教 材 の ま な み

に 共 感 す る こ と が

できるようにする  
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２  範 読 を 聞 き ， 地 震 が 起

き た 後 の 周 り の 変 化 や ま

な み の 変 容 に つ い て 話 し

合う  

 

 

 

・ 地 震 が 起 き た 後 の 人 々 の

大変さ  

・物を大切にすること  

 

 

 

・ 今 あ る 物 を 大 切 に 使 う こ

と  

・物を大切にする理由  

・ 物 が 多 く の 人 の 努 力 と 勤

労 に よ っ て 作 ら れ て い る

こと  

 

ア  苦手と言って食べないのは

もったいないからだよ  

イ  お父さんのパンと同じよう

に心が込められていると思っ

たからだよ  

ウ  地震が起きて大変な人が多

くいるから，まなみも我慢し

ようと思ったのかな  

エ  新しい下敷きを買わなけれ

ば募金ができるからだよ  

 

ア  買ってもよいと思うよ。欲

しい気持ちが強いからね  

イ  でも，まだ使える下敷きが

あるのに，新しい物を買う必

要はないよね  

ウ  地震がなかったとしても，

今使っている物を大切に使い

たいと思うよ  

エ  物には作った人の思いが込

められているから，大切に使

うことがいいと思うよ  

 

・  作 り 手 側 の 気 持

ち を 考 え さ せ る こ

と で ， 当 た り 前 の

よ う に 食 べ て い る

物 や 新 し い 物 を 買

っ た り す る 行 動 の

裏 側 に は ， 様 々 な

人 の 思 い や 努 力 が

あ る こ と に 気 付 く

こ と が で き る よ う

にする  

・  地 震 が 起 き な く

て も と っ た 行 動 か

を 問 う こ と で ，

日 々 の 生 活 か ら 物

を 大 切 に す る 意 味

や 理 由 を 考 え る こ

と が で き る よ う に

する  
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３  生 活 の 中 で 大 切 に し た

いことを話し合う  

 

 

 

・ 物 や 金 銭 を 大 切 に し よ う

とする意欲  

 

ア  給食を減らすことが多かっ

たけれど，食べ物にも思いが

込められていることが分かっ

たからできるだけ食べたいな  

イ  物がなくなくなったら，ま

ずは探したいな。家族が一生

懸命働いて買った物だから  

ウ  入学のときにおばあちゃん

に買ってもらったランドセル

を大切に使い続けたいよ  

・  実 生 活 に お い

て ， こ れ か ら 大 切

に し た い こ と や そ

の 理 由 を 考 え ， 話

し 合 わ せ る こ と

で ， 物 や 金 銭 を 大

切 に し よ う と す る

意 欲 を も つ こ と が

できるようにする  
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⑷  評価の観点と方法  

物や金銭を大切にすることのよさを基に，今後の生活の在り方を考えようとしていた

か，発言やノートの記述からみとる。  

新 し い 物 が 欲 し い と い

う気持ちがわかるか  

な ぜ ま な み は 変 わ っ た

のか  

地 震 が 起 き な か っ た ら

新しい下敷きを買うか  

こ れ か ら の 生 活 で 大 切

にしたいことは何かな  



＜メモ＞ 


